
 

 

 

 

機電技術者意見交換会 

(第 14 回) 
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（社）日本建設機械化協会 

建設業部会長 川本伸司 

 社団法人日本建設機械化協会 建設業部会の部会長を仰せつかっている前田建設工業の川

本と申します。建設業部会主催の機電技術者意見交換会開催にあたり一言ご挨拶させていた

だきます。 

現在、建設業を取り巻く環境は非常に厳しい状況です。少子高齢化により生産人口は減り、

結果税収減・社会福祉費増大をもたらし国家予算は公共事業費を削減せざる終えない状態で

す。しかも現存社会資本の大半を占める高度成長期に施工された施設は老朽化し、適切な維

持管理が必要となっています。また、地球温暖化による気象変動で洪水や渇水が発生する頻

度が増え新たな社会資本整備が求められてきています。国際社会の中の我が国の状況も中国

や韓国の台頭により東アジアにおける優越的な地位はもはや過去のものとなり、輸出国・物

流拠点としての地位を保持するためには空港や港湾施設を国際的競争力保持の観点から緊急

に整備していく必要があります。このように社会資本整備の必要性は今もなお高いはずなの

に「人からコンクリートへ」という言葉に象徴されるように社会資本整備への支出が税金の

無駄遣いといわれるのは残念でなりません。日本という国は過去二度にわたり大きな変革時

期を経験してきました。 

 ＊明治維新、積極的欧米の技術を取り入れ社会資本整備を行った時期 

 ＊第二次世界大戦終了後の荒廃した国土を高度成長期を通じ世界に冠たる輸出国としえ 

た復興生長時期。 

 この２つの時期は、誰もが疑うことなく物をつくることでこの国は豊かになると信じてい

ました。ものづくりが日本を世界に冠たる経済大国に育て上げてきましたし、これかも変わ

らぬことです。建設会社は社会資本を整備します。生産設備や住宅も作ります。仕事が物づ

くりと直結しています。いまこの物づくりについて、社会の認識が変わってきています。こ

の様な時流のなかで、会社の後輩やこれから建設業に入る人たちにいかに物づくりの大切さ

や魅力を伝えていくのかということは個々の会社の枠を超え重要なことです。建設業は人が

財産です。優秀な人材を建設業に迎え入れるためには建設業に従事することの魅力ややりが

いを伝えていく必要があります。かつてＮＨＫで放送されていた「プロジェクトＸ」という

番組は、ものづくりの苦労、困難を乗り越える喜びや達成感を表現することで好評を得てい

ました。建設業の魅力を広く社会に伝える手段としてマスコミは大きな武器となりますが、

真逆の論調が多いことは残念でなりません。機電技術者意見交換会は今回が１４回目の開催

となります。この意見交換会は 人づくりの観点から  

＊ 情報活動の場として活用 

＊ 建設業各社機電部門の活性化 

＊ 機電技術者の地位向上の一施策 

を目的としており、まさに会社の枠を超えた意見交換の場となっています。それぞれの所属

する会社や従事している仕事・立場の違いはあるでしょうが、自社内での交流とはまた別の

成果や刺激が期待できると考えています。二日間という短い時間ではありますが、ものづく

りの楽しさを伝えるにはどうしたらよいかという議論を通して機電技術者の横のつながりを

深めていただきたいと思います。短いですが、開会の挨拶とさせていただきます。 



 

 

 

（社）日本建設機械化協会 建設業部会 

機電技術者意見交換会報告書 
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１．第 14 回機電技術者意見交換会報告 

 

2010年10月 

■ 背景  

  これまでに13回の機電技術者意見交換会が行われているが、参加者の感想として  

  「各社各人が機電職として同じ問題を抱えているj  

  「同業他社との交流が有意義だった」  

  「継続的開催を希望する」  

  等々の意見が多く、それを踏まえて今年度も第14回機電技術者意見交換会を開催した。 

■ 討議テーマ  

  「ものづくりの楽しさをどのように伝えるか？」を各班において検討  

  課題の杣出・絞込み、その背景整理を行い、討議を実施した。 

 

■ 講演  

  （社)日本建設機械化協会 施工技術総合研究所 

      技師長 竹之内博行  

      テーマ：「現場ニーズに応える施工機械の開発」 

   の講演をいただいた。  

 

■ 部会発表  

  各班の討議結果を2日目(10月8日)の午後、建設業部会委員参加のもと発表を行った。 

 

■ まとめ  

  この意見交換会を、機電技術者の意見交換の場作りとするとともに、本活動を、  

    ①情報交換の場として機能させる。 

    ②建設業各社機電部門の活惟化の一助とする。 

    ③機電技術者の地位向上の一施策として役立てる。  

  と位置づけ、（社）日本建設機械化協会、建設業部会、各社がそれを支援するという 

  考えで進めて行きます。  

 

  以上、まとめを添えて報告いたします。 

 

〒105-0011東京都港区芝公園3-5-8  

(仕)日本建設機械化協会 建設業部会長 川本 伸司 

事務局 岡田 和夫 

TEL 03-3433-1501 FAX 03-3432-0289 

 



２．グループ討議成果 

（第１班） 
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３．アンケート集計結果 

 









４．資料 

 

 

（1）意見交換会実施要領およびスケジュール 

（2）参加者名簿 

（3）実施状況 

 

 



（1）意見交換会実施要領およびスケジュール 

                              平成２２年７月１３日 

各 位  様  

                      (社) 日本建設機械化協会     

建設業部会 部会長 川本伸司 

 

 

第１４回 機電技術者意見交換会および講演会のご案内  
 

標記の意見交換会および講演会を下記の要領により開催致します。ご多忙の折、誠に恐

縮ですが、意見交換会参加者を選出し、出席させて頂きますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１）開催趣旨、実施要領（詳細は､参加申込者に別途送付します） 

期 日 ： １０月７日（金）～ １０月８日（土） 

テーマ ： （仮）『ものづくりの楽しさをどのように伝えるか？』 

場 所 ： 国立オリンピック記念青少年総合センター 

（http://nyc.niye.go.jp/facilities/d7.html） 

参加費 ： 15,000 円（宿泊・食事代） 

※ 当日、領収書と引換に集金いたします。 

 

２）講演会 

講 師 ：  （未定） 

演 題 ：  （未定） 

 

３）意見交換会参加者の選出基準（原則） 

機電技術者（経験年数 0～20 年前後） 

職務経歴問わず 

 

４）参加者には､自己アピール シート（パワーポイントで）を作成して、発表して頂きます。 

概略、以下のような事項について取りまとめて頂きますが、後日、参加申込者宛に

事務局より作成要領等を配付致します。 

     ①氏名、所属会社、略歴 

     ②今までに、最も楽しかった仕事（写真） 

     ③今の仕事（写真） 

     ④自己アピール（仕事以外の写真） 

     ⑤テーマに関連した事項で話したいこと 

 



５）過去の開催実績等 

 昨年までの、「機電技術者意見交換会」の開催実績は、（社）日本建設機械化協会の

ホームページ（http://www.jcmanet.or.jp）で閲覧できます。このページで「建設業

部会」からリンクできます。 

 

 

６）概略スケジュール（案） 

【1 日目】 

09:00～ 集合、オリエンテーション、部会長挨拶 

09:30～ 参加メンバーの自己アピール 

 昼食 

12:30～ 自己アピール（続き） 

14:15～ グループ討議 

18:00～ 懇親会 

   【2 日目】 

08:00～ グループ討議（続き） 

10:15～ グループのまとめ 

          昼食 

13:00～ 講演会 

14:00～ グループ発表（3～４枚 PPT.を 15 分×５チーム＝1.5 時間） 

表題、グループ番号 メンバー 日付 

ものづくりの楽しさ 

楽しさの伝え方（必要に応じ２ページ）  

15:30～ 閉会の挨拶・アンケート案内 

16:00～ 建設業部会（連絡事項 他） 

 

７）参加の申込 

参加申込書は、後日事務局より配信致します。 

会員の皆様におかれましては、参加者の人選をよろしくお願い申し上げます。 

 

事務局 ：（社）日本建設機械化協会 業務部 岡田 

Ｅmail ： okada@jcmanet.or.jp  

ＦＡＸ ： 03-3432-0289  

ＴＥＬ ： 03-3433-1501 

 

 

 

 

 



 



（2）参加者名簿 

 



（3）実施状況 

 





 


